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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

平
成
平
成
2828
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
が
変
わ
り
ま
す

年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
が
変
わ
り
ま
す

　平成27年4月1日から平成28年3月31日までに最初の新規検査を受けた軽四輪車などで、
環境性能が次の基準を満たす車両は、平成28年度分に限り、環境性能に応じて税率が軽減さ
れます。

問合せ先　税務課　☎34‒8709

車　　　　種 平成28年4月1日現在に登録

原 動 機 付 自 転 車

50cc 以下 2,000円
50cc 超～ 90cc 以下 2,000円
90cc 超～ 125cc 以下 2,400円
ミニカー 3,700円

軽 二 輪 車 125cc 超～ 250cc 以下 3,600円

小 型 特 殊 自 動 車
農耕作業用 1,500円
その他 5,700円

小 型 二 輪 自 動 車 250㏄超 6,000円

※平成28年4月1日現在に登録されている車両は、すべて上記の税率になります。

車　　　　種 ①平成27年3月31日
　までに新規登録

②平成27年4月1日
　以後に新規登録

③最初の新規検査から
　13年を経過（重課）

三 輪 車 3,100円 3,900円 4,600円

四輪車
（乗用）

営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

四輪車
（貨物）

営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

※平成27年3月31日までに最初の新規検査を受けた車両は、①の税率になります。平成27年4月1日
以後に最初の新規検査を受けた車両は、②の税率になります。平成28年以後の毎年4月1日時点で最
初の新規検査を受けた日から13年を経過した車両は、③の税率になります。（最初の新規検査とは、
今までに車両番号の指定を受けたことのない軽自動車を新たに使用するときに受ける検査です。）

車　種 環　　境　　性　　能 軽減割合 四輪自家用車の税額

四輪車
乗　用
自家用

電気・天然ガス自動車 75% 2,700円

ガソリン車
H32燃費基準

+20%達成 50% 5,400円
達成 25% 8,100円

四輪車
貨　物
自家用

電気・天然ガス自動車 75% 1,300円

ガソリン車
H27燃費基準

+35%達成 50% 2,500円
+15%達成 25% 3,800円

※電気・天然ガス自動車は、H21排出ガス基準10％低減達成車に限ります。ガソリン車（ハイブリッ
ド車含む）は、H17排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限ります。

★4月1日に車両を所有していると1年分の税金がかかりますので、売却や譲渡を
された人はお早めに所定の手続きをしてください。

原動機付自転車など

四輪車など

グリーン化特例（エコカー減税）

子
育
て
支
援 

に
新
し
い
通
学
支
援
制
度
！

定
住
促
進

本
制
度
を
利
用
す
る
と
通
学
定
期
券
購
入
時
の

負
担
額
が
年
額
最
高
6
万
円
と
な
り
ま
す

　

越
前
町
で
は
、
公
共
交
通
機
関
で
通
学
す
る
高
校

生
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校
教
育
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
お
よ
び
定
住

促
進
を
目
的
と
し
て
、
新
し
い
支
援
制
度
を
3
月
議

会
に
提
案
し
ま
す
。

（
※
本
制
度
の
対
象
と
な
る
定
期
券
は
有
効
日
が
平
成
28
年
4
月
以

降
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

 

対
象
者

　

越
前
町
に
在
住
し
、
通
学
の
た
め
に
路
線
バ
ス
ま

た
は
電
車
の
定
期
券
を
購
入
す
る
高
校
生
の
保
護
者

（
※
高
校
生
の
年
齢
は
18
歳
以
下
に
限
り
ま
す
）

 

補
助
金
額

　

定
期
券
の
購
入
額
か
ら
5
千
円
に
定
期
券
の
有
効

月
数
を
乗
じ
た
額
を
控
除
し
た
額 

（
※
対
象
と
な
る
定
期
券
は
有
効
期
間
が
平
成
28
年

4
月
1
日
以
降
の
も
の
）

（
※
片
道
定
期
券
に
つ
い
て
も
同
額
）

※
通
学
支
援
補
助
金
定
期
券
購
入
証
明
書
を
運
行
事

業
者
（
福
井
鉄
道
、
京
福
バ
ス
） 

の
定
期
券
購
入

窓
口
に
提
出
す
れ
ば
、
補
助
額
を
差
し
引
い
た
額

（
上
記
①
の
額 

年
額
最
高
６
０
，０
０
０
円
）
で

定
期
券
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
企
画
財
政
課
へ
通
学
支
援
補
助
金
定
期
券

購
入
証
明
書
の
申
請
が
必
要
で
す
。

 

申
請
手
続
き

　

通
学
支
援
補
助
金
定
期
券
購
入
証
明
書
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生
徒
手
帳
（
新
入
生
は
合

格
通
知
書
）
の
写
し
を
添
え
て
企
画
財
政
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成
28
年
3
月
1
日
か
ら
申
請
・

受
付
で
き
ま
す
）

※
申
請
用
紙
は
、
企
画
財
政
課
お
よ
び
宮
崎
、
越
前
、

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
越
前
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。 

　

詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
ま
た
は
福
井
鉄
道
、
京

福
バ
ス
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
福
井
鉄
道
と
京
福
バ
ス
両
方
を
利
用
さ
れ
る
人
は

そ
れ
ぞ
れ
申
請
が
必
要
で
す
。

※
本
制
度
を
利
用
し
購
入
さ
れ
た
定
期
券
の
払
戻
し

を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
企
画
財
政
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

定
期
券
を
利
用
さ
れ
た
日
数
に
よ
っ
て
は
払
戻
し

金
が
発
生
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
福
井
県
立
丹
生
高
等
学
校
路
線
バ
ス
補
助
制
度

は
、
新
し
い
通
学
支
援
制
度
に
引
継
が
れ
ま
す
。

新
し
い
通
学
支
援
制
度
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

企
画
財
政
課　

☎
３
４‒

８
７
０
２

　

福
井
鉄
道　
　

☎
２
１‒

０
７
０
３

　

京
福
バ
ス　
　

☎
０
７
７
６‒

５
７‒

７
７
０
０

例1　路線バスで越前町米ノから武生高校まで通学する場合 

①の額：年額最高60,000円で定期券を購入できます
②の額：町から補助額（直接事業者に支払われます）

例2　電車で神明駅から仁愛女子高校まで通学する場合

例3　路線バスと電車で越前町西田中から仁愛女子高校まで通学する場合

•定期券の額（バス） 年額 223,000円  （12か月） 
•申請者の負担額 月額 5,000円 ×（12か月） =　60,000円 … ① 
•補助額  223,000円 －（①）60,000円
     = 163,000円 … ②

•定期券の額（電車）年額 95,310円  （12か月） 
•申請者の負担額 月額 5,000円 × （12か月） ＝　60,000円 … ① 
•補助額  95,310円 －（①）60,000円
     ＝　35,310円 … ② 

•定期券の額 （バス：西田中⇔神明駅） 年額 104,500円（12か月）
 （電車：神明駅⇔仁愛高校前） 年額 95,310円（12か月） 
  合計 199,810円（12か月）
•申請者の支払額 月額 5,000円 × （12か月） ＝　60,000円 … ①
•補助額  199,810円 －（①）60,000円
     ＝ 139,810円 … ②



　

1
月
26
日
、
役
場
で
、
越
前
町
と
厚
生
労
働

省
福
井
労
働
局
が
雇
用
対
策
協
定
を
取
り
交

わ
し
ま
し
た
。

　

1
月
13
日
、
越
前
町
が
策
定
し
た
創
業
支
援

計
画
が
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新

た
に
事
業
を
始
め
る
人
は
、
融
資
な
ど
で
優
遇

措
置
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
指
導
員
が
起
業
ま
で
の
相
談
に

応
じ
る
な
ど
、
越
前
町
・
越
前
町
商
工
会
・
日

本
金
融
公
庫
が
創
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

商
工
観
光
課　
　

☎
３
４‒

８
７
２
０

　

越
前
町
商
工
会　

☎
３
６‒

０
８
０
０

　

2
月
8
日
、
㈱
マ
ル
キ

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
（
代
表
取
締

役　

西
尾
俊
一
氏
）
か
ら
背

付
ベ
ン
チ
が
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
、
教
育
委
員
会
か

ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
㈱
マ
ル
キ
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー
か
ら
は
、
宮
崎
小
学

校
自
然
公
園
内
に
公
園
の
利

用
促
進
に
繋
が
れ
ば
と
、
背

付
ベ
ン
チ
7
基
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

2
月
20
日
、
朝
日
体
育
館
と
朝
日
小
学
校
体

育
館
で
小
学
生
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が

開
か
れ
、
朝
日
、
常
磐
、
糸
生
、
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ

ｅ
ｎ　

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
町
内
各
ホ
ッ
ケ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
、
約
１
５
０
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
外
で
ホ
ッ
ケ
ー

が
で
き
な
い
冬
期
間
に
行
わ
れ
、
通
常
よ
り

も
ゴ
ー
ル
や
コ
ー
ト
が
狭
く
な
る
特
徴
か
ら
、

ボ
ー
ル
を
扱
う
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
イ
ン

ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
で
身
に
付
け
た
、
パ
ス
精
度
、

シ
ュ
ー
ト
技
術
を
活
か
し
、
来
月
か
ら
の
本
格

的
な
シ
ー
ズ
ン
で
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】

4
年
男
子

　
　

優　

勝　

朝
日
Ｅ

　
　

準
優
勝　

Ｅ
・
Ｈ

4
年
女
子

　
　

優　

勝　

糸　

生

　
　

準
優
勝　

朝
日
Ｄ

5
年
男
子

　
　

優　

勝　

朝
日
Ｃ

　
　

準
優
勝　

糸　

生

５
年
女
子

　
　

優　

勝　

Ｅ
・
Ｈ

　
　

準
優
勝　

朝
日
Ｂ

6
年
男
子

　
　

優　

勝　

糸　

生

　
　

準
優
勝　

Ｅ
・
Ｈ

　

1
月
に
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
第
31
回
商

業
高
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
福
井

商
業
2
年
の
福
田
美
海
さ
ん（
西
田
中
）
が
レ

シ
テ
ー
シ
ョ
ン（
暗
唱
）
部
門
に
福
井
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
全
国
3
位
の
奨
励
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
県
代
表
の
入
賞
は
20
年
ぶ
り
2
人
目

の
快
挙
で
す
。

　

福
田
さ
ん
は
中
学
生
の
時
に
町
国
際
交
流

協
会
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
事
業
に
参
加

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
英
語
を
好
き
に
な
っ

た
大
き
な
き
っ
か
け
の
一
つ
だ
と
い
い
ま
す
。

自
分
も
将
来
は
越
前
町
で
国
際
交
流
の
仕
事

が
し
た
い
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

2
月
6
日
、
福
井
県
立
武
道
館
で
福
井
県
高

校
冬
季
錬
成
弓
道
大
会
が
開
か
れ
、
丹
生
高
校

女
子
弓
道
部
が
3
年
ぶ
り
5
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
14
チ
ー
ム
が
2
回
の
予
選
リ
ー

グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
い
、
丹
生
高
校

は
1
次
予
選
、
2
次
予
選
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
勝
ち
進
み
、
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
は
今
月
18
日
〜
20
日
に
岐
阜
県

で
行
わ
れ
る
中
日
本
高
校
弓
道
大
会
の
予
選

会
も
兼
ね
て
お
り
、
丹
生
高
校
女
子
弓
道
部
は

福
井
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

雇
用
対
策
協
定
締
結
式

創
業
支
援
計
画
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

宮
崎
小
学
校
自
然
公
園
に
背
付
ベ
ン
チ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

小
学
生
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た

全
国
商
業
高
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
奨
励
賞　

福
田
美
海
さ
ん

高
校
冬
季
錬
成
弓
道
大
会
優
勝　

〜
丹
生
高
校
弓
道
部
〜

　

こ
の
協
定
は
、
越
前
町
と
厚
生
労
働
省
福
井

労
働
局
が
相
互
に
連
携
し
て
、「
越
前
町
総
合
戦

略
」
に
掲
げ
る
人
口
減
少
お
よ
び
雇
用
問
題
に

か
か
る
諸
政
策
の
他
、
国
と
町
が
行
う
雇
用
対

策
を
総
合
的
、
効
果
的
か
つ
一
体
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
お
よ
び
地
域
住
民
の
雇
用
の
安
定
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
自
治
体
で
、
雇
用
協
定
を
結
ぶ
の
は
、

福
井
県
、
大
野
市
、
勝
山
市
に
次
い
で
四
番
目

と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
を
中
心
に

雇
用
対
策
に
取
り
組
み
、
若
者
の
就
職
促
進
や

町
内
で
の
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

就
労
支
援
室　

☎
３
４‒

８
７
０
５

6
年
女
子

　
　

優　

勝　

糸　

生

　
　

準
優
勝　

朝
日
Ａ

【
最
優
秀
選
手
賞
】

4
年
男
子
…
佐
々
木
翔
吾
（
朝
日
Ｅ
）

4
年
女
子
…
柏
谷
百
合
子
（
糸　

生
）

5
年
男
子
…
髙
島　

一
将
（
朝
日
Ｃ
）

5
年
女
子
…
佐
々
木
心
叶
（
Ｅ
・
Ｈ
）

6
年
男
子
…
野
村　

将
汰
（
糸　

生
）

6
年
女
子
…
渡
辺　

葵
衣
（
糸　

生
）

　

1
月
31
日
、
昭
和
47
年
に
廃
線
と
な
っ
た
福

井
鉄
道
鯖
浦
線
に
関
す
る
写
真
な
ど
を
ま
と
め

た
「
懐
か
し
の
鯖
浦
線
」
上
映
会
が
、
宮
崎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
町
内
外
か

ら
約
１
３
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
の
ふ
る

さ
と
部
会
が
、
地
域
の
歴
史
を
若
い
世
代
に
語

り
継
ご
う
と
、
地
域
住
民
に
写
真
な
ど
の
提
供

を
呼
び
か
け
て
実
現
し
た
も
の
で
、
来
場
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
懐

か
し
い
映
像
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

〜
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜　

「
懐
か
し
の
鯖
浦
線
」
上
映
会
が
開
か
れ
ま
し
た

越前町

創業希望者
創業者

•ワンストップ相談窓口の設置
•企業支援事業の周知・広報

越前町商工会
•個別相談支援
•創業支援事業の周知
•専門家派遣
•補助金、助成金等の
　情報提供、申請支援

㈱日本政策金融公庫
（武生支店）

•創業サポートデスク
•創業融資
•パネル企画展
•商工会における出張相談会

㈱福井銀行等
（認定支援機関）
•融資制度の紹介
•金融支援
•資金調達相談窓口

（公財）ふくい産業支援センター
•起業個別相談・専門家派遣
•国、県の創業支援メニューの斡旋支援
•インキュベーション・コワーキング施設の提供

連携

連携

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 4平成28年３月号広報 えちぜん5 平成28年３月号



交
通
災
害
共
済
の
平
成
28
年
度
加
入
者
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す

共
済
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

※
途
中
加
入
の
場
合
は
掛
金
納
入
の
翌
日

か
ら

共
済
掛
金

　

年
額
５
０
０
円
（
1
人
あ
た
り
）

見
舞
金
の
額

　

2
万
円
〜
１
０
０
万
円

※
一
週
間
以
上
の
治
療
を
要
す
る
傷
害
か

ら
対
象

見
舞
金
の
対
象

　

日
本
国
内
で
発
生
し
た
次
の
交
通
事
故

　

⑴
自
動
車
、
二
輪
車
、
自
転
車
、
バ
ス
、
電

車
、
旅
客
船
、
旅
客
機
な
ど
、
交
通
機
関

の
運
行
に
伴
う
事
故

　

⑵
身
体
障
が
い
者
用
の
車
い
す
な
ど
を
道

路
上
で
使
用
中
の
事
故

※
事
故
発
生
時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役

場
防
災
安
全
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
の
方
法

　

3
月
中
に
、
各
区
長
さ
ん
が
加
入
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
加
入
者
欄
に
○
（
マ
ル
）

を
つ
け
て
掛
金
を
添
え
、
左
記
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

　

各
町
内
の
区
長
、
防
災
安
全
課
、
宮
崎
、
越

前
、
織
田
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
、
県
内
の
福
井
銀
行

福
井
県
市
町
総
合
交
通
災
害
共
済
を
ご
存
じ
で
す
か
？

事
故
に
あ
っ
た
ら
…

　

軽
微
な
被
害
で
あ
っ
て
も
、
直
ち
に
警
察
に

連
絡
し
現
場
確
認
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
が
遅
れ
る
と
事
故
証
明
が
得
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

請
求
時
必
要
書
類

　

交
通
事
故
証
明
書
、加
入
者
証
、診
断
書（
組

合
指
定
）
ま
た
は
、
自
賠
責
保
険
に
お
け
る
診

断
書
と
診
療
報
酬
明
細
書
の
写
し
（
原
本
証
明

が
必
要
）
な
ど

請
求
で
き
る
期
間

　

事
故
の
当
日
か
ら
2
年
以
内

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課　

☎
３
４‒

８
７
２
１

主
な
業
務

⑴
交
通
安
全
啓
発
活
動

・
街
頭
に
立
ち
、
小
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
歩

行
者
・
自
転
車
通
行
者
が
道
路
を
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

・
年
4
回
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
中
な

ど
に
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
街
頭
に
立

ち
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
各
種
団
体
の
依
頼
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
街
頭
や
会
場
内
に
立
ち
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

⑵
交
通
安
全
教
室

・
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育
所
（
園
）
な
ど
で

開
か
れ
る
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
、
交
通

安
全
に
関
す
る
指
導
を
行
い
ま
す
。

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

応
募
資
格

⑴
年
齢
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
。

⑵
身
体
が
健
康
で
職
務
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

⑶
募
集
地
区
に
居
住
し
、
街
頭
指
導
が
で
き
る

こ
と
。

募
集
地
区　

越
前
地
区

勤
務
条
件

⑴
町
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

⑵
社
会
保
険
な
ど
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑶
制
服
な
ど
の
備
品
は
貸
与
し
ま
す
。

⑷
任
期
は
2
年
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

防
災
安
全
課　

☎
３
４‒

８
７
２
１

交
付
対
象
車
種 （
色
は
背
景
色
）

　

原
付
50
㏄
以
下（
白
）・
原
付
90
㏄
以
下（
黄
）・

原
付
１
２
５
㏄
以
下（
桃
）・
ミ
ニ
カ
ー
（
青
）・

小
型
特
殊
自
動
車（
緑
）

交
付
条
件

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
新
規

登
録
の
車
両
、
ま
た
は
登
録
済
の
車
両
で
現

在
付
い
て
い
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
へ
の
交

換
を
希
望
す
る
車
両
に
交
付
し
ま
す
。

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
新
規

交
付
や
交
換
の
費
用
は
、
無
料
で
す
。

・
現
在
付
い
て
い
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
へ
の

交
換
は
、
同
一
車
両
で
1
回
限
り
と
し
ま
す
。

交
付
の
際
の
必
要
書
類

原
付
バ
イ
ク
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
4
月
1
日
か
ら
交
付
し
ま
す

交
付
希
望
番
号
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

申
込
資
格

　

4
月
1
日
㈮
ま
で
に
新
規
登
録
す
る
車
両
が

あ
る
人
、
ま
た
は
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両

で
交
換
を
希
望
す
る
人

申
込
条
件

　

車
両
1
台
に
つ
き
、
交
付
希
望
の
申
込
み
が

で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
番

号
は
1
つ
と
し
、
複
数
の
番
号
の
申
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
一
車
種
が
複
数
あ
る
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
番
号
を
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
例
え
ば
原
付
50
㏄
の
バ
イ
ク
を
2
台

以
上
所
有
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ

イ
ク
に
同
じ
番
号
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。）

申
込
方
法

　

税
務
課
や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
備
え
付
け
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
交
付
希
望
番
号
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
税
務
課
に
郵
送
ま
た
は
税
務
課
や

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷

で
き
ま
す
。

申
込
期
間

　

申
込
期
間
は
、
3
月
1
日
㈫
か
ら
3
月
16
日

㈬
午
後
5
時
ま
で
で
す
。（
郵
送
で
の
申
込
み

は
、
3
月
16
日
㈬
当
日
消
印
ま
で
と
し
ま
す
。）

交
付
番
号
通
知

　

交
付
が
決
ま
っ
た
番
号
は
、
申
込
み
を
さ
れ

た
人
に
通
知
し
ま
す
。
同
一
車
種
で
同
一
番
号

に
複
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し
、

申
込
を
さ
れ
た
人
に
そ
の
旨
を
連
絡
し
ま
す
。

抽
選
は
3
月
22
日
㈫
午
後
1
時
30
分
か
ら
役
場

別
館
2
階
ホ
ー
ル
に
て
公
開
で
行
い
、
申
込
み

を
さ
れ
た
人
に
そ
の
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

交
付
手
続
き

　

交
付
番
号
決
定
の
通
知
が
あ
っ
た
人
は
、
3

月
28
日
㈪
午
前
8
時
30
分
か
ら
4
月
1
日
㈮
午

後
5
時
15
分
ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
に
必
要
な
書
類
は
上
記
の
「
交
付
の
際
の

必
要
書
類
」
で
す
。

※
交
付
番
号
決
定
の
通
知
が
あ
っ
た
人
が
4
月

1
日
㈮
午
後
5
時
15
分
ま
で
に
そ
の
番
号
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
の

手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
交
付
番
号

の
決
定
は
無
効
と
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
交
付
希
望
番
号
の
申
込
み
は
、今
回
限
り
で
す
。

・
希
望
番
号
は
、
原
付
50
㏄
以
下
（
白
）
で
は

「
に
1
〜
に
１
０
０
」
の
中
か
ら
一
つ
、
こ

れ
以
外
の
車
種
で
は
「
に
1
〜
に
50
」
の
中

か
ら
一
つ
の
番
号
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
数
字
の
最
後
が
「
４
」・「
42
」・「
49
」

は
、
作
製
し
な
い
た
め
希
望
で
き
ま
せ
ん
。

・
交
付
が
決
ま
っ
た
番
号
の
権
利
は
、
他
人
に

譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
交
付
希
望
の
申
込
み
に
不
正
、
誤
り
、
不
備

が
あ
る
場
合
は
、
無
効
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

・
登
録
済
の
車
両
で
現
在
付
い
て
い
る
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
に
交
換
す
る
場
合
は
、
番
号
が
変
わ

り
ま
す
の
で
自
賠
責
保
険
な
ど
の
変
更
手
続

き
に
つ
い
て
、
加
入
保
険
会
社
へ
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

・
4
月
1
日
㈮
以
後
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
希
望
番
号
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
越
前
町
オ

リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
希
望
番

号
申
込
み
要
領
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課　

☎
３
４‒

８
７
０
９

新
規
登
録

①
所
有
者
の
印
鑑 

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

③
販
売
証
明
書
ま
た
は
廃
車
証

明
書

交

換

①
所
有
者
の
印
鑑 

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

③
現
在
付
い
て
い
る
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト

④
標
識
交
付
証
明
書

※
代
理
手
続
き
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

オリジナルナンバープレートデザイン

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
紙
が
、
可
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
紙
は
「
古
紙
類
」
と
し
て
分
別
す

れ
ば
資
源
と
な
り
、
ご
み
の
減
量
化
に
も
な
り

ま
す
。

　

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

設
置
場
所

　

お
も
い
で
な　

駐
車
場
（
樫
津
２‒

63
）

回
収
時
間

　

午
前
9
時~

午
後
6
時
（
火
曜
日
を
除
く
）

回
収
品
目

　

新
聞
・
雑
誌
類
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク

（
チ
ラ
シ
は
雑
誌
類
に
挟
み
込
む
か
、
そ
の
ま

ま
十
文
字
に
し
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

『
お
も
い
で
な
』に
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た

広報 えちぜん 6平成28年３月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん7 平成28年３月号

町からのお知らせ



●

屋
外
広
告
物
と
は

屋
外
で
公
衆
に
、
常
時
ま
た
は
一
定
期
間
表

示
（
設
置
）
さ
れ
る
も
の
で
、
個
人
や
法

人
の
名
称
、
商
品
名
な
ど
の
文
字
表
示
か

ら
、
標
識
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
の
記
号

表
示
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
ま
で
含

ま
れ
ま
す
。

（
例
）
ポ
ス
タ
ー
・
立
看
板
・
広
告
板
・
広
告

塔
・
の
ぼ
り
旗
・
横
断
幕
な
ど

●

許
可
に
つ
い
て

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
に
は
許
可
が
必

要
と
な
り
、
手
数
料
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
自
己
の
敷
地
に
表
示
（
設
置
）
す
る

広
告
物
で
も
許
可
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

許
可
を
し
た
も
の
は
シ
ー
ル
、
ス
タ
ン
プ
な

ど
で
区
別
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
に
は
許
可
が
必
要
で
す

●

広
告
物
を
表
示
し
て
は
な
ら
な
い
物
件
・
地
域

次
の
よ
う
な
物
件
・
地
域
に
は
、
原
則
と
し

て
広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
禁
止
物
件
）

・
電
柱
・
街
灯
柱

・
街
路
樹
・
信
号
機
・
道
路
標
識
・
ガ
ー
ド

レ
ー
ル

・
橋
・
ト
ン
ネ
ル
・
歩
道
橋
・
高
架
の
工
作
物
・

道
路
の
分
離
帯

・
郵
便
ポ
ス
ト
・
電
話
ボ
ッ
ク
ス

・
道
路
の
路
面　

ほ
か

（
禁
止
地
域
）

・
都
市
計
画
法
に
よ
る
地
域
地
区
の
う
ち
、

　

第
一
種
・
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域

　

第
一
種
・
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

　

な
ど

・
重
要
文
化
財
・
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
建
造
物
の
周
囲
で
知
事
が
定

め
る
地
域

・
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
地
域

・
都
市
公
園

・
主
要
国
道
の
両
側
３
０
０
ｍ
の
範
囲
（
国

道
３
０
５
号
の
全
区
間　

な
ど
）

・
公
共
施
設
の
敷
地
内　

ほ
か

問
合
せ
先　

定
住
促
進
課　

☎
３
４‒

８
７
２
７

　

町
で
は
、
日
常
的
に
自
動
車
を
運
転
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

乗
車
券
は
当
該
年
度
に
限
り
有
効
と
な
っ

て
お
り
、
間
も
な
く
平
成
27
年
度
交
付
分
の
有

効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
平
成
28
年
4
月
以
降
も

乗
車
券
が
必
要
な
人
は
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。

対
象
と
な
る
人

　

越
前
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
．身
体
障
害
者
手
帳

 
 

1
級
の
人

 
 

視
覚
、
下
肢
、
体
幹
の
障
害
で
2
級
の
人

2
．療
育
手
帳

 
 

Ａ
1
、
Ａ
2
の
人

3
．精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

 
 

1
級
、
2
級
の
人

※
た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

•
医
療
機
関
に
入
院
中
、
施
設
に
入
所
中
の
人

•
運
転
免
許
証
を
所
持
し
、
自
分
で
自
動
車
を

運
転
す
る
人

　
（
体
調
不
良
な
ど
、
一
時
的
に
自
動
車
を
運

転
し
な
い
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

•
対
象
に
な
る
障
害
の
等
級
は
、
各
障
害
の
個

別
の
等
級
で
判
断
し
ま
す
。（
例
え
ば
、
上

肢
障
害
3
級
と
下
肢
障
害
4
級
の
人
は
総

合
等
級
で
2
級
に
な
り
ま
す
が
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。）

助
成
額

　

タ
ク
シ
ー
小
型
初
乗
り
運
賃
額
（
乗
車
券
は

年
間
最
大
24
枚
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
更
新
の
ご
案
内

※
年
度
途
中
で
の
申
請
の
場
合
は
、
月
割
り
の

枚
数
に
な
り
ま
す
。

※
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
再
交
付
で
き
ま

せ
ん
。

手
続
き

　

次
の
物
を
ご
持
参
の
上
、
福
祉
課
ま
た
は
各

地
区
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

•
印
鑑

•
障
害
者
手
帳

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

記
念
館
で
は
展
示
作
業
の
た
め
、
次
の
期
間

臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

織
田
文
化
歴
史
館
の
年
始
特
別
開
館
に
、
ご

来
館
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

1
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
の
3
日
間
で
、

９
５
１
人
の
み
な
さ
ん
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

越
前
町
観
光
連
盟
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
「
国
宝

の
梵
鐘
を
見
て
、
お
年
玉
を
あ
て
よ
う
」
に
は
、

７
０
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

正
解
者
６
５
７
人
の
中
か
ら
厳
正
な
る
抽

選
の
結
果
、
次
の
み
な
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

多
数
の
ご
来
館
ご
参
加
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●

特
別
企
画
当
選
者
の
み
な
さ
ん

　

越
前
ガ
ニ　

3
人

　
　

京
都
府
木
津
川
市　

田
中　

俊
洋 

様

　
　

福
井
市　

北　
　

洸
太 

様

　
　

越
前
市　

宮
川　
　

誠 

様

　

海
の
幸
セ
ッ
ト　

10
人

※
当
初
は
越
前
水
仙
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
予
定

で
し
た
が
、
開
花
状
況
に
よ
り
海
の
幸

セ
ッ
ト
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

東
京
都
板
橋
区　

白
水　

英
国 

様

　
　

大
阪
市
此
花
区　

原
田　

晴
美 

様

雨
田
光
平
記
念
館
臨
時
休
館
の
お
し
ら
せ

織
田
文
化
歴
史
館　

年
始
特
別
企
画
の
当
選
者
発
表

　

臨
時
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
織
田
文

化
歴
史
館
（
☎
３
６‒

２
２
８
８
）

臨
時
休
館　

3
月
22
日
㈫
〜
31
日
㈭

問
合
せ
先　

雨
田
光
平
記
念
館

　
　
　
　
　

☎
３
６‒

２
６
６
６

　
　

大
阪
市
鶴
見
区　

田
中　

龍
馬 

様

　
　

石
川
県
金
沢
市　

梅
田　

岳
史 

様

　
　

石
川
県
小
松
市　

高
瀬　

俊
輔 

様

　
　

福
井
市　

日
置
せ
つ
子 

様

　
　

福
井
市　

小
原　

啓
孝 

様

　
　

池
田
町　

梅
田　

亮
一 

様

　
　

鯖
江
市　

笠
松　

孝
多 

様

　
　

越
前
町　

川
岸　
　

稔 

様

　
　

賞
品
提
供
（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟

●

幹
部
候
補
生　

募
集

　

一
般
（
男
・
女
）

　
　

受
験
資
格　

　
　

大
卒
程
度
試
験　

22
歳
以
上
〜
26
歳
未
満

※
20
歳
以
上
〜
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒

（
見
込
み
含
む
）

 

修
士
過
程
修
了
者
な
ど（
見
込
み
含
む
）

は
28
歳
未
満

　
　

院
卒
者
試
験　

20
歳
以
上
〜
28
歳
未
満

※
修
士
過
程
修
了
者
な
ど（
見
込
み
含
む
）

　

歯
科
・
薬
剤
科
（
男
・
女
）

　
　

受
験
資
格

　
　

専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含
む
）

※
20
歳
以
上
〜
30
歳
未
満
（
薬
剤
科
は
20

歳
以
上
〜
28
歳
未
満
）

誇
り
を
胸
に
。
自
衛
官
募
集

　

受
付
期
間

　
　

平
成
28
年
3
月
1
日
〜
5
月
6
日

●

予
備
自
衛
官
補　

募
集

　

一
般
（
男
・
女
）

　
　

受
験
資
格

　
　

18
歳
以
上
〜
34
歳
未
満

　

技
能
（
男
・
女
）

　
　

受
験
資
格

　
　

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
保
有
者

　
　

※
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満
〜
55
歳
未
満

　

受
付
期
間

　
　

平
成
28
年
1
月
8
日
〜
4
月
8
日

問
合
せ
先

　
自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部　

越
前
地
域
事
務
所

　

☎
２
２‒

６
１
３
９

　

犬
の
飼
い
主
は
、
動
物
を
譲
り
受
け
て
か
ら

30
日
以
内
に
、
住
所
地
の
市
区
町
村
な
ど
の
窓

口
に
て
登
録
の
申
請
を
す
る
事
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
犬
の
飼
い
主
は
、
そ

の
犬
に
つ
い
て
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
毎
年

一
回
受
け
さ
せ
、
注
射
済
票
を
そ
の
犬
に
付
け

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
犬

の
飼
い
主
は
犬
を
し
っ
か
り
と
係
留
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
と
各
種
条
例
な
ど
に

よ
り
、
罰
金
を
科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
係
留
…
犬
を
柵
、
お
り
そ
の
他
の
該
当
犬
の
逸
走
を
防
止

す
る
た
め
の
囲
い
の
中
で
、
ま
た
は
一
定
の
場
所
に
お
い

て
固
定
し
た
物
に
綱
、
鎖
な
ど
で
確
実
に
つ
な
い
で
飼
養

す
る
こ
と

犬
を
飼
う
た
め
の
法
律
を
守
り
ま
し
ょ
う　

ペ
ッ
ト
の
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
す

ぐ
に
保
健
所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
他
の
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
マ
ナ
ー
が
大
切
で
す
。
犬
を

飼
っ
て
い
る
人
も
、
飼
っ
て
な
い
人
も
、
町
内

の
安
全
と
衛
生
環
境
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　

ふ
く
い
動
物
愛
護
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
協
会

　
（
福
井
県
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
４
２‒

６
０
１
８

▲越前町屋外広告物
　許可証（シール）

▲屋外広告物許可済
　（スタンプ）

広報 えちぜん 8平成28年３月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん9 平成28年３月号

町からのお知らせ



　2月5日から7日までの3日間、福岡県みやま市から児童16人と引率者4人が越前町を訪問しました。昨年10
月に同市を訪れた越前町の子どもたちが今度はホスト役を務め、1日目の歓迎式では自分たちで準備したゲーム
交流を一緒に楽しみ、再会を喜びました。
　2日目は、この交流のきっかけとなった「幸若舞」に関する学習をはじめ、水仙の押し花や和太鼓、越前焼絵
付けなどの体験活動を行いました。両市町の児童は混合の班で行動しているうちに、お互いの地方の方言や普段
の生活などを話題に仲良くなっていました。最後のユニホック体験では、班の結束したチームワークが発揮され、
トーナメント戦は大いに盛り上がりました。
　2泊3日の訪問はあっという間でしたが、参加した子どもたちの友情はさらに深まったようで、お別れ式では
連絡先を交換するなど、別れを惜しむ姿が見られました。

福岡県みやま市との交流について
　幸若舞は室町時代以来の伝統をもつ舞曲で、現在、福岡県みやま市瀬

せ

高
たか

町
まち

大
おお

江
え

にのみ伝わる国の重要無
形民俗文化財の民俗芸能です。能や歌舞伎の原型といわれ日本最古の舞楽として700年の伝統を持ち、多
くの戦国武将や徳川幕府に愛好されていました。その創始者は越前町出身の桃

もも

井
のい

直
なお

詮
あき

（幼名を幸若丸）と
されています。
　発祥の地である当町（旧朝日町）では残念ながら伝承が途絶え、資料を残すのみとなっていましたが、
唯一幸若舞が残る旧瀬高町と平成６年に姉妹縁組を締結し、現在も交流を続けています。

A word from the international arena...

Vol.112

国際交流室から一言
みやま市の児童と越前町で再会しました
～第21回みやま市・越前町児童交流事業～

問合せ先　国際交流室内　越前町国際交流協会　☎34‒8713

▲新聞文字探しゲームでは、お題の文字を
班の皆で協力して探しました。

▲和太鼓体験では、初めての人も練習し
て曲を演奏することができました。

▲ユニホックではお互いに声をかけあい、
白熱した試合が繰り広げられました。

　

あ
さ
ひ
保
育
所
と
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
の
完

成
に
伴
い
、
落
成
式
の
後
に
一
般
公
開
を
行
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

3
月
27
日
㈰

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

あ
さ
ひ
保
育
所
（
陽
光
館
西
側
）

　
　
　
　

朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー

お
願
い　

各
自
ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

あ
さ
ひ
保
育
所
お
よ
び
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
を
一
般
公
開
し
ま
す

　平成27年1月から12月までに締結（公告）された農地の賃貸借における10アールあたりの田（水稲）の賃借料
水準は次のとおりです。また、この水準は、賃借料決定の参考として提供するものですので、実際の契約にあたっ
ては、貸し手、借り手の両者でよく協議した上で決定してください。

※使用貸借権とは、借主が借用物を無償（0円）で使用収益できる権利です。
※－は、農地法第3条及び農業経営基盤強化促進法に基づき締結（公告）の該当データが無です。データ数が5件
未満となる場合は、必要データ数を満たさないため記載してありません。
※データ数は集計に用いた筆数です。平均額はデータ数による加算平均の値です。
※賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60kg 当たり12,000円に換算しています。金額は算出結果を四捨
五入し、100円単位としています。

問合せ先　越前町農業委員会　☎34‒8704

公告された地域名 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） データ数（筆） 備　　考

旧朝日町

朝 日 地 区 12,000 13,000 6,000 380 使用貸借権設定 12筆

常 磐 地 区 ― ― ― ―

糸 生 地 区 ― ― ― ― 使用貸借権設定 27筆

旧　宮　崎　村 7,000 10,000 5,000 42 使用貸借権設定 167筆

旧織田町

織 田 地 区 7,500 7,500 7,500 10 使用貸借権設定 62筆

萩 野 地 区 ― ― ― ― 使用貸借権設定 18筆

常 磐 地 区 ― ― ― ―

旧越前町
四ヶ浦地区 ― ― ― ―

城 崎 地 区 ― ― ― ―

越 前 町 平 均 11,500 13,000 5,000 432 使用貸借権設定 286筆
 （40.0%)

越前町の農地賃借料情報

朝日児童朝日児童
センターセンター

あさひ保育所あさひ保育所

越前町役場

テ
ー
マ
『
大た

い

火か

輪り
ん

！！ 

〜
波は

動ど
う

の
極き

わ
み

〜
』

こ
の
テ
ー
マ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
自
由
に
デ

ザ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

3
月
9
日
㈬

応
募
方
法

　

①
封
書
に
よ
る
郵
送

画
像
を
格
納
し
た
Ｃ
Ｄ‒
Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
手
書

き
の
用
紙
を
梱
包

　

②
電
子
応
募

「
応
募
要
項
」
を
明
記
し
て
、
応
募
用
紙
・
デ

ザ
イ
ン
の
画
像
を
添
付
し
、e-com

m
unity

@
tow
n.echizen.lg.jp

ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

　

※
複
数
応
募
可

応
募
事
項

①
越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
６
で
着
用
す
る

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
プ
リ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン

②
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
た
思
い
や
理
由

③
応
募
者
に
関
す
る
情
報

越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
６
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
（
学
生
は
学
校
名
）・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
事
項

•
営
利
目
的
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
デ
ザ
イ
ン

は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

•
デ
ザ
イ
ン
に
利
用
で
き
る
色
は
、
単
色
と
し

ま
す
。

•
デ
ザ
イ
ン
の
プ
リ
ン
ト
可
能
な
範
囲
は
フ
ロ

ン
ト
、
バ
ッ
ク
と
も
に
33
㎝
×
35
㎝
角
以
内

と
し
ま
す
。

•
デ
ザ
イ
ン
に
は
「
２
０
１
６
年
」
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
フ
ロ
ン
ト
に
は
必
ず
「
越
前
」
の
文

字
を
入
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

賞　

大
賞
1
点
（
賞
金
1
万
円
）

問
合
せ
先

　

越
前
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎
３
７‒

１
５
０
１
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

消防署からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://wp.fd-sabaenyu.jp/

本体から出ているひもを引くか、ボタンを押したとき、警報音または音声が鳴れば正常です。
ご家庭に設置の住宅用火災警報器が正常に作動するのか、実際にどんな警報音が鳴るのかを家族で確認しましょう。

消防フェア
集え！

未来の消防士

あれっ？音が鳴らない…
次のことを確認しましょう

・電池はきちんとセットされていますか？
・住宅用火災警報器の寿命が過ぎていませんか？
　（本体の寿命は10年が目安です）

※ご家族みなさんでお越しください。駐車場は丹生分署内にあります。（参加無料）

　住宅用火災警報器は、本体にもセンサー部分など
に寿命があります。点検時に音が鳴らないときは、
電池切れか本体の寿命により、故障している場合が
ありますので、その際は交換を行ってください。

春の火災予防運動イベント

住宅用火災警報器の点検を行いましょう。

火災多発注意！！火災多発注意！！

春の火災予防運動春の火災予防運動
春は火の取り扱いにご注意を春は火の取り扱いにご注意を

3月20日㈰～3月26日㈯3月20日㈰～3月26日㈯

　春は空気が乾燥し、火災が多発する季節です。
　「いつも大丈夫だから。」と、軽い気持ちで枯草などに火
を着けると、思いもよらぬ大きな火で自分自身がやけどを
する恐れもあり大変危険です。
　また、強風が吹くことも多いこの時期に、河川や、山林
で火災が発生すると、延焼拡大する可能性が大きいです！
　火の取り扱いには十分注意し、火災を予防しましょう。

平成27年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  1月16日～2月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成27年度町道三崎打越線道路改良工事 三 崎 3,877,200 円 山中建設㈱ 建 設 課

平成27年度道路橋定期点検業務（その２） 岩開 他 2,365,200 円 ㈱サンワコン 建 設 課

平成27年度町道四ツ杉山中線道路改良工事 下 山 中 2,224,800 円 ㈱中西組 建 設 課

平成27年度町道中央線舗装改良工事 西 田 中 1,841,400 円 大門建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道堂山・下野線道路改良工事（その２） 小 曽 原 1,836,000 円 大門建設㈱ 建 設 課

平成27年度朝日地区農業用用排水施設整備工事 朝 日 4,266,000 円 橋本建設㈱ 農林水産課

はしご車もくるよ！

ポン菓子も

もらえるよ！

日　時　3月21日㈪
　　　　午前10時から12時まで

場　所　越前町下河原25‒13‒1
　　　　鯖江丹生消防組合　丹生分署

10：00～ 11：00
 防災かるた・防火防災映画
 体験コーナー（煙、放水）

11：15～ 11：45
 救急救助訓練（雨天時中止）

11：45～ 12：00
 非常食試食
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3
月
20
日
に
終

了
と
な
る
越
前
が

に
漁
を
締
め
く
く

る
「
越
前
か
に
感

謝
祭
」
が
3
月
5

日
㈯
・
6
日
㈰
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

特
選
か
に
汁

の
販
売
や
、
越
前

が
に
な
ど
新
鮮
魚

介
類
の
販
売
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
バ

　

昨
年
8
月
に
逝
去

さ
れ
た
陶
芸
家
木
村

盛
和
氏（
佐
々
生
）

の
作
品
18
点
が
、
ご

遺
族
で
同
じ
く
陶

芸
家
の
木
村
盛
康
氏

（
京
都
市
）
よ
り
町

へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
の
公
開
が
、
2
月
20
日
㈯
よ
り
雨
田

光
平
記
念
館
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
盛
和
氏
が
長
年
研
究
し
て
い
た

ク
リ
ソ
コ
ー
ラ
や
エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど
の
鉱
物

か
ら
作
っ
た
釉
薬
を
か
け
た
花
器
や
、
青
味
が

か
っ
た
星
の
よ
う
な
結
晶
が
浮
か
ぶ
茶
盌
が

　

植
物
園
で
は
、
い
よ
い
よ
春
到
来
と
な
り
蝶

や
蜂
が
顔
を
出
し
、
色
鮮
や
か
な
花
が
咲
く

穏
や
か
な
日
差
し
の
中
で
、
春
を
感
じ
さ
せ
る

優
し
い
リ
ー
ス
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？
当
園
で
採
れ
た
木
や
草
の
実
、
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
材
料
を
使
っ
て
「
春
の
リ
ー

ス
」
を
作
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
ハ
ン
カ
チ

ノ
キ
や
キ
ン
グ
サ
リ
な
ど
当
園
が
代
表
す
る

花
が
み
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
リ
ー
ス
作
り
と
植

物
鑑
賞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

5
月
1
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　
　

所　

植
物
館 

1
階 

研
修
室

参
加
費　

材
料
費
（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　

別
途
入
園
料
が
か
か
り
ま
す

「
第
3
回
越
前
か
に
感
謝
祭
」
開
催

「
窯
変
結
晶　

木
村
盛
和
陶
芸
展
」
開
催
中

植
物
園
で
春
リ
ー
ス
を
作
ろ
う

ル
ー
ン
シ
ョ
ー
や
、
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
る
ビ

ン
ゴ
大
会
、
越
前
か
に
太
郎
と
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー

も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

3
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場　
　

所　

道
の
駅
越
前
駐
車
場

問
合
せ
先　

越
前
か
に
感
謝
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
７‒

１
２
３
４

展
示
さ
れ
、
来
館
者
の
目
を
と
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
3
月
21
日
㈪
ま
で
開
催
中
で
す
。

開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

観
覧
料

　

一　

般　

１
０
０
円

　

団　

体　
（
20
人
以
上
）
80
円　

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で

す
。
入
館
の
際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る

も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
期
中
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

会
場
・
問
合
せ
先

　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

定　
　

員　

20
人
（
要
予
約
）

　
　
　
　
　

予
約
受
付
は
4
月
1
日
㈮
か
ら

入
園
料　

一　
　
　

般　

３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
・
高
校
生　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

小　

学　

生　

１
０
０
円

問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

１
１
２
０

3
月
の
休
館
日　
7
・
14
・
22
・
28
日

開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）　 

入
館
料　
無
料

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

3
月
の
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館　

会
館
情
報

響きあう酒器展
2月18日（木）
～ 3月27日（日）

　越前焼作家が丹精込め
て作り上げた「酒器」が
春の薫りを誘います。

越前町太鼓フェスティバル
「どん・ドコ・DON！」

3月13（日）　開演14：00
　越前町で活動する和太鼓団体が
一同に会し、響きのいいホールで
迫力あるステージをお届けします。

入場料　一般 ¥500（高校生以下無料）

越前焼で珈琲時間

 常時100点以上ある越前焼作
家のコーヒカップ中からお好き
なカップを選んで珈琲が楽しめ
るセルフカェ
　陶芸公園を眺めながら、ゆっ
たり…のんびり…

県 市町村 期　　日 時　　間 説　明　会　場

福　　井 福井市  3 月27日（日） 13：30～ 15：30 福井県国際交流会館　第1･2会議室

福　　井 福井市  4 月 7 日（木） 18：30～ 20：30 福井県国際交流会館　第3会議室

　今、開発途上国では様々な分野において、わたしたちの技術・知識・経験が必要とされています。あなたも、海外
ボランティアへの扉をたたいてみませんか。
　下記の日程で「体験談＆説明会」を実施します。予約・参加費は不要です。内容は事業概要、応募要領説明、経験者
との交流、個別相談などです。興味のある人なら、どなたでもお気軽にお越しください。高校生、大学生も大歓迎です。

募集ボランティア　　●青年海外協力隊（20歳～ 39歳対象）
　　　　　　　　　　●シニア海外ボランティア（40歳～ 69歳対象）

職　　　　　　種　　農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、教育文化、社会福祉、観光・商業、
 スポーツなど多種

応募に関するお問い合せ・相談窓口
JICA北陸・ボランティア担当　☎076‒233‒5931　　
国際協力推進員・福井県デスク　☎0776‒28‒8800　　
ボランティアに関する詳細情報は JICAホームページでもご覧になれます。
URL: www.jica.go.jp

JICAボランティア2016年度春募集

募集期間 2016年4月1日㈮～ 5月9日㈪

　

越
前
市
上
太
田
町
に
あ
る
福
井
地
方
検
察

庁
武
生
支
部
・
武
生
区
検
察
庁
は
、
新
庁
舎
の

完
成
に
伴
い
、
3
月
14
日
か
ら
下
記
の
所
在
地

に
移
転
し
、
執
務
を
開
始
し
ま
す
。

移
転
先

　

〒
９
１
５‒

０
８
３
１

　

越
前
市
日
野
美
２
丁
目
５
番
地
の
１

　

☎
２
２‒
０
９
４
５

問
合
せ
先

　

福
井
地
方
検
察
庁
総
務
課

　

☎
０
７
７
６‒
２
８‒
８
７
２
１

福
井
地
方
検
察
庁
武
生
支
部
・
武
生
区
検
察
庁
の
庁
舎
が
移
転
し
ま
す

　

3
月
27
日
か
ら
、『
福
井
駅
前
』
停
留
場
が
Ｊ

Ｒ
福
井
駅
西
口
広
場
ま
で
延
伸
し
、
え
ち
ぜ
ん

鉄
道
と
の
相
互
乗
り
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
電
車
の
時
刻
が
変
わ
り
ま
す
。
昼
間

時
間
帯
も
20
分
間
隔
か
ら
、
普
通
・
急
行
で
15

分
間
隔
の
運
行
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
電
車
の

停
留
場
名
が
次
の
通
り
変
わ
り
ま
す
。

『
福
井
駅
前
』
↓
『
福
井
駅
』

『
木
田
四
ツ
辻
』
↓
『
商
工
会
議
所
前
』

『
公
園
口
』
↓
『
足
羽
山
公
園
口
』

　

詳
し
く
は
有
人
駅
ま
た
は
鉄
道
部
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
関
連
し
て
バ
ス
の
発
着
時
間
が
変
更

す
る
路
線
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
バ
ス
の
時
刻
に
関
し
て
は
、
自
動
車
部
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
井
鉄
道
福
武
線　

駅
前
延
伸
と
相
互
乗
り
入
れ
開
始

　

さ
ら
に
、
丹
南
広
域
公
共
交
通
機
関
活
性
化

協
議
会
で
は
相
互
乗
り
入
れ
を
記
念
し
て
抽
選

で
１
５
０
人
に
大
人
2
人
、
ま
た
は
大
人
1

人
こ
ど
も
2
人
ま
で
が
利
用
で
き
る
、
福
井
鉄

道
・
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
共
通
一
日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
利
用
可
）
引
換
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
福
井
県
丹
南
広
域
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
方
法
を
参
照
の
上
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

福
井
鉄
道
株
式
会
社

　
　

鉄
道
部　

☎
２
１‒

０
７
０
６

　
　

自
動
車
部　

☎
２
１‒

０
７
０
３

　

福
井
県
丹
南
広
域
組
合
総
務
課

　
　

☎
２
３‒

４
５
５
０

Ｊ
Ｒ
武
生
駅

武
生
西
小
学
校
●

●
武
生
郵
便
局

至
鯖
江

主
要
地
方
道
福
井
・
朝
日
・
武
生
線
（
旧
国
道
８
号
線
）
至
敦
賀

検察庁◎
裁判所●

越前警察署●

大
虫
口
交
差
点
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パンよりもご飯が好きな子にエール 竹内　涼子
一切れのパンが命を繋ぐ飢餓 山田千栄子川 柳 目が合って恋の味する片思い 冨田コズヱ

減塩を強いる一病泣くへしこ 渡辺　照子川 柳

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
は
、

新
薬
と
お
な
じ
効
き
目
や
安
全
性
が
認
め
ら
れ

た
お
薬
で
す
。

　

慢
性
的
な
病
気
に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間
服
用

す
る
場
合
な
ど
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
で
薬
代
の
大
幅
な
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
医
薬
品
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬
品

と
有
効
成
分
や
効
果
な
ど
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

使
用
さ
れ
て
い
る
添
加
物
が
異
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
選
択
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

初
め
て
使
う
場
合
は
「
分
割
調
剤
」
も

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
方
法
と

し
て
、
①
処
方
日
数
分
を
全
て
変
更
し
て
も
ら

う
方
法
と
、
②
最
初
に
短
期
間
分
の
み
処
方
し

て
も
ら
う
「
後
発
医
薬
品
分
割
調
剤
」、
い
わ

ゆ
る
「
お
試
し
調
剤
」
と
い
う
制
度
を
活
用
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
「
お
試
し
調
剤
」
は
、
ま
ず
お
試
し
期
間
と

し
て
短
期
間
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
調
剤
し

て
も
ら
い
、
お
試
し
期
間
が
終
了
し
た
時
点
で

体
調
の
変
化
や
副
作
用
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
ま
ま
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
続
け
ま
す
。

何
か
不
都
合
な
点
が
あ
れ
ば
、
変
更
前
の
先
発

医
薬
品（
新
薬
）に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

主
治
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
0

安
心
・
安
全
・
家
計
に
や
さ
し
い

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！！

　
「
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
」、「
ひ
ど
い
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
」、「
人
間
関
係
で
悩
ん

で
い
る
」、「
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
」
な

ど
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
み
な
さ
ん

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
（
心
理
相
談
員
）
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

3
月
15
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談
で
す

　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

3
月
1
日
㈫
か
ら
3
月
7
日
㈪
は｢

子
ど
も

予
防
接
種
週
間｣

で
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

次
の
医
療
機
関
で
は
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

通
常
の
診
療
時
間
内
に
予
防
接
種
を
受
け
に

く
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

4
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に
備
え
て
必
要
な

予
防
接
種
を
済
ま
せ
、
病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

●

受
付
時
間
を
延
長
し
て
い
る
町
内
の
医
療
機
関

伊
部
病
院　

☎
３
４‒

０
２
２
０

　

3
月
1
日
㈫
2
日
㈬

　

※
受
付
は
午
後
6
時
30
分
ま
で

織
田
病
院　

☎
３
６‒

１
０
０
０

　

3
月
2
日
㈬

　

※
受
付
は
午
後
6
時
30
分
ま
で

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

「
発
達
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す

日　

時　
3
月
25
日
㈮　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

越
前
町
役
場　

別
館

料　

金　

無　

料

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

千
崎　

愛　

氏
（
臨
床
心
理
士
）

・
予
約
制
（
匿
名
で
も
可
）

・
相
談
時
間
は
、
一
人
40
分
程
度
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

※
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
事
前
に
医
療

機
関
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
町
外
の
医
療
機
関
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　1年にわたってお伝えしてきました「血圧」ですが、3月号が最終回となりました。
　これまで、血圧が上がるメカニズムや、血圧を下げるための食事のことなどお話してきましたが、減塩や減
量をしても血圧が正常値まで下がらない場合には薬物療法が必要です。
　一般的に薬剤は1種類、少量から開始され、その効果は1～ 2か月かけて徐々にあられてきます。十分に下が
らない場合は医師の判断で薬の増量をしたり、他の種類の降圧薬が追加されます。
　血圧を下げる薬「降圧薬」の働きは、主に「血管を広げる薬」と「血流量を減らす薬」の2つがあります。
　治療中の人はどんな薬を飲んでいますか。それぞれの薬の作用と注意点がありますので、ご確認ください。
　降圧薬は生活習慣の修正により、減量または中止になることもあります。ただし、自己判断で薬の飲み方を
変えたり、中断してしまうことは危険ですので、必ず主治医と相談し、指示どおりに内服しましょう。

こちら健康増進係 みんなで予防！高血圧！
～降圧薬って？～第11回

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

作用1　｢ 血管を広げる薬 ｣

作　
　

用

血管の壁の緊張を緩めることで血管
を広げる

※グレープフルーツジュースと一緒
に飲むと、薬の血中濃度が高まり
血圧を下げすぎてしまうので注意

注　

意

・顔が赤くなる　・むくみ　・動悸

※房室ブロック（不整脈）のある人
は不可 

1 カルシウム拮抗薬
〔糖尿病、狭心症のある人、脳卒中既
往のある人〕

作
用 交感神経中枢抑制薬 

＊その他の薬

作　
　

用

血管の収縮にかかわるホルモン（ア
ンジオテンシンⅡ）や神経の働きを
抑える

・インスリン感受性を改善して、　
糖尿病の発症を抑える

・腎臓や心臓を保護する効果 

注
意 ・空せき　・妊娠中は禁忌

2 ACE （アンジオテンシン変換酵素）阻害薬
〔糖尿病、メタボリックシンドローム、
心血管病、腎障害のある人〕

作　

用

血管の収縮にかかわるホルモンや神
経の働きを抑える

※糖尿病や心血管病に効果 

注
意 副作用が少ない　・妊娠中は禁忌

3 アンジオテンシンⅡ拮抗薬（ARB）
　〔ACEと同様〕

作　

用

心臓が血液を押し出す働きを弱める
ことによって、血圧を下げる

※ストレスの多い人に適する

注　

意

・喘息発作の誘発
・不整脈（除脈、房室ブロックの誘発）
・脂質異常症の悪化

5 β遮断薬
〔ストレスの多い人、心血管病のある人〕

作
用

体内の水分や塩分を排出して、血圧
を下げる

注　

意

・低カリウム血症　・糖尿病
・高尿酸血症　　　・脂質異常症

※原則痛風の人は使用不可 

6 利尿薬
〔高齢者、食塩摂取量の多い人、他の
薬で十分な降圧効果が得られない人〕

作　

用

血管を収縮させる神経の働きを抑える

・ストレスの多い人に適する
・脂質代謝改善作用がある
・前立腺肥大に適する 

注
意

起立性低血圧
（動悸、立ちくらみ、めまい）

4 α1遮断薬
　〔早朝高血圧の人、ストレスの多い人〕

作用2　｢ 血流量を減らす薬 ｣降圧薬の種類と主な働き
作用の仕方により大きく
2つに分けられます

脳

心臓

腎 腎

中枢
・

神経系

末
梢
血
管

血
管
収
縮
に
か
か
わ
る
ホ
ル
モ
ン
・
神
経
の
働
き
を
抑
え
て　

末
梢
血
管
を
広
げ
る

心
臓
の
過
剰
な

働
き
を
抑
え
る

余
分
な
水
分
を

尿
量
を
増
や
し
て
排
出
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絶品の味を求めて長い列 山内　千代
パン食もたまにはいいと思う朝 山谷　ゆり川 柳 夫婦して納得している味噌の味 松村　典子

パン食を巧に変えて客を引く 武藤　久子川 柳

図　書　館　だ　よ　り

『詩人　茨木のり子　没後10年』

　最近、有名な作家の人が次から次へと亡くなるのを見て、惜しい人がいなくなって残念な気持ちでいっぱ
いです。
　詩を読まれる人には、「茨木のり子」の名前に見覚えがおありのことと思います。彼女が亡くなってから、
もう10年が経ちます。彼女は、幼少から高等女学校を卒業するまでを、越前町と交流のある「愛知県西尾市」
で過ごしました。この記事が出る頃には終了していますが、西尾市でも、西尾市岩瀬文庫において『詩人茨
木のり子とふるさと西尾』と題して特別展が開催されました。
　展示された資料の中には小学生時代の日記もあり、ちょうど日中戦争が始まる頃で、日常の出来事ととも
に、これらについての話題や思いも綴られていたようです。
　戦後、彼女が東京で詩人として活動を開始すると、教科書でもおなじみの川崎洋や谷川俊太郎、岸田衿子、
大岡信らとともに日本の詩壇をけん引する一員となっていきます。
　図書館では、主に小説の類がよく読まれます。これを機会に「詩」
にも手を伸ばしてみませんか ?

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることが
ありますので、ご了承ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL／ http：//www.t-catv.co.jp

3月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

■ 「越前町いきいき情報局」
国際交流室から一言
【3月5日土～3月18日㈮】
防災安全課からのお知らせ
【3月19日土～4月8日㈮】

■ 丹南地域の輝く女性たちを世界に発信！
 「ONE Woman～女性が輝く社会へ～」
第10回 越前焼との出会い、土とともに生きる
【3月19日㈯】
23：00～
【3月20日㈰】
11：00～　15：00～　22：00～
【3月22日㈫】
11：00～　15：00～　22：00～
【3月24日㈭】
11：00～　15：00～　22：00～ ※その他の番組の放送予定や放送時間は

丹南ケーブルテレビ㈱のホームページ
でご確認ください。

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

子どもとのふれあいを大切に

　近年、スマホ・ネットゲームが急速に普及し、乳幼児期からの長時間メディア接触がもたらす健康障害が指摘され
ています。
　乳幼児期の子どもは身近な人とのかかわり合い、そして遊びなどの実体験を重ねることによって人間関係を築き、
心と体が成長します。温かい家庭と、母親が安心して子育てできる環境を作り、愛情（優しさ）をたっぷりそそぎ、
年齢に応じて、しつけ（厳しさ）を適切にしながら育てていきましょう。

今
回
紹
介
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
織
田
地
区
の
鈴
木
瑠
希
亜
さ
ん

で
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
野
球
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
あ
る
鯖
江
ボ
ー
イ
ズ
に
所
属
し
、

野
球
を
し
て
い
ま
す
。
中
学
１
年
生
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
福
井

県
ボ
ー
イ
ズ
大
会
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
勝
利
に
貢
献
す
る
な
ど
、
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
で
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
お
兄
さ
ん
が
野
球
を
し
て
い
た
影
響
で
、
小
さ
い
と
き
か

ら
野
球
に
ふ
れ
る
機
会
が
多
く
、
小
学
２
年
生
の
と
き
に
野
球
を
始
め
ま

し
た
。
織
田
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
野
球
を
始
め
、
力
を
つ
け
た

鈴
木
さ
ん
は
、「
強
い
チ
ー
ム
で
野
球
を
や
り
た
い
」、「
自
分
の
力
を
試
し
た

い
」
と
強
く
思
い
、
全
国
大
会
に
何
度
も
出
場
し
て
い
る
強
豪
チ
ー
ム
の
鯖

江
ボ
ー
イ
ズ
に
入
り
ま
し
た
。
鯖
江
ボ
ー
イ
ズ
の
練
習
は
、
週
６
日
間
で
、

土
日
は
練
習
試
合
、
遠
征
が
多
い
そ
う
で
す
。
監
督
の
指
導
は
厳
し
い
で
す

が
、
鈴
木
さ
ん
は
野
球
を
楽
し
み
、
目
的
を
持
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
ミ
ー
ト
力
、
飛
距
離
を
意
識
し
て
練
習
し
て
い

る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
昨
年
優
勝
し
て
い
る
全
国
大
会
で
二
連
覇
す
る
こ
と
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
大
会
連
覇
に
導
い
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

織田中学校2年

鈴木  瑠
る

希
き

亜
あ

さん
（織田地区）

みつけた！ わが町のわが町の
アアススリリーートト

Athlete of Our Town

えちぜんスポーツナビ

《茨木のり子の作品》
◎ 「見えない配達夫」 （日本図書センター「愛蔵版詩集シリーズ」）
◎ 「落ちこぼれ」 （理論社）
◎ 「対話」 （童話屋）
◎ 「倚りかからず」 （筑摩書房）
◎ 「貘さんがゆく」 （童話屋）

ムズかる赤ちゃんに子育て
アプリの画面で応えること
は、赤ちゃんの育ちをゆが
める可能性があります。

散歩や外遊びなどで親
と一緒に過ごすことは
子どもの体力・運動能
力そして五感や共感力
を育みます。　　　　

親子が同じものに向き
合って過ごす絵本の読
み聞かせは、親子が共
に育つ大切な時間です。

親がスマホに夢中で、
赤ちゃんの興味・関心
を無視してしまい、赤
ちゃんの安全に気配り
が出来なくなります。

赤ちゃんと目と目を合
わせ、語りかけることで
赤ちゃんの安心感と親
子の愛情が育まれます。

親も子どももメディア機器
接触時間のコントロールが
大事です。親子の会話や体
験を共有する時間が奪われ
てしまいます。

広報 えちぜん 18平成28年３月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん19 平成28年３月号

得々情報
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越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
3434

―
大
谷
寺
石
造
九
重
塔

―
大
谷
寺
石
造
九
重
塔  

編
―
編
―

学
Ｍ 
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
越
知
山
大
谷
寺
境
内
に
立

つ
石せ

き

造ぞ
う

九く

重じ
ゅ
う

塔と
う（
図
）を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
は
雪
が
少
な
く
、
大
谷
寺
の
境

内
も
歩
き
や
す
い
で
す
ね
。

学
Ｍ 

Ｅ
子
さ
ん
は
、
こ
の
石
造
九
重
塔
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

Ｅ
子 

は
い
。
国
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
有
名

な
石
塔
で
す
の
で
、
何
度
か
見
学
に
来
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
か
。
こ
の
石
塔
は
、
昭
和
三
二
年

（
一
九
五
七
）に
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

 

前
回
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
円ま

る

山や
ま

宝ほ
う

塔と
う

と
同
じ
く
、

足
羽
山
麓
で
採
掘
さ
れ
た
笏

し
ゃ
く

谷だ
に

石い
し

で
造
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ｅ
子 

か
な
り
大
き
な
石
塔
で
す
ね
。

学
Ｍ 

塔
の
高
さ
は
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
基き

壇だ
ん

・
基き

礎そ

・

初し
ょ

層そ
う

軸じ
く

部ぶ

・
九
層
の
屋
根
・
相そ

う

輪り
ん

と
、全
て
の
部
材

が
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

あ
れ
、
上
の
方
の
屋
根
や
相
輪
は
色
合
い
が
違
い

ま
す
ね
。

学
Ｍ 

よ
く
気
が
つ
き
ま
し
た
ね
。
九
層
目
の
屋
根
と
相

輪
は
、
後
の
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
お
そ
ら

く
、
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
上
部
の
部
材
が
破
損
し

た
た
め
に
、造
り
直
し
た
の
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

い
つ
の
頃
に
修
繕
し
た
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

相
輪
の
表
現
な
ど
を
み
る
と
、寛
永
年
間（
一
六
二
四

〜
四
四
）以
降
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
の
石
塔
は
、
泰
澄
大
師
の
御ご

廟び
ょ
う

所し
ょ

と
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。
で
は
、
石
塔
の
下
に
泰
澄
が
埋
葬
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

核
心
を
つ
く
質
問
で
す
ね
。
ま
ず
、
こ
の
石
塔
が
造

ら
れ
た
時
代
は
分
か
り
ま
す
か
？

Ｅ
子 

た
し
か
、
基
礎
に
銘
文
が
あ
っ
た
は
ず
…
「
元げ

ん

亨こ
う

第

三
」と
見
え
ま
す
。

学
Ｍ 

は
い
。
こ
の
石
塔
は
元
亨
三
年（
一
三
二
三
）、鎌
倉

時
代
の
終
わ
り
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

泰
澄
が
活
躍
し
た
の
は
奈
良
時
代
で
す
の
で
、
か

な
り
後
の
時
代
に
な
る
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

少
な
く
と
も
、
泰
澄
が
亡
く
な
っ
て
す
ぐ
に
石
造

九
重
塔
を
御
廟
所
と
し
て
造
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｅ
子 

し
か
し
、
も
と
も
と
は
泰
澄
の
墓
が
あ
り
、
鎌
倉
時

代
に
御
廟
所
と
し
て
整
備
し
た
可
能
性
も
あ
り
ま

す
よ
ね
。

学
Ｍ 
か
つ
て
、
こ
の
塔
は
傷
み
が
激
し
く
な
り
、
平
成
二

〜
三
年
に
解
体
お
よ
び
修
理
を
し
ま
し
た
。
そ
の

際
に
、
石
塔
の
基
壇
下
部
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、墓
の
痕
跡
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

当
初
、
石
造
九
重
塔
は
大
谷
寺
境
内
の
違
う
場
所

に
建
っ
て
お
り
、
何
ら
か
の
理
由
で
現
在
の
場
所

に
建
て
直
し
て
御
廟
所
と
し
て
整
備
し
た
の
で
は

な
い
か
と
、考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

い
つ
頃
の
こ
と
で
す
か
？

学
Ｍ 

石
造
九
重
塔
の
全
面
に
あ
る
灯と

う

籠ろ
う

が
、
慶
応
年
間

（
一
八
六
五
〜
六
八
）
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、幕
末
に
整
備
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

で
は
、
こ
の
石
塔
が
も
と
も
と
建
っ
て
い
た
場
所

は
分
か
ら
な
い
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

将
来
、
大
谷
寺
境
内
や
周
辺
か
ら
石
塔
が
立
っ
て

い
た
場
所
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｅ
子 

す
る
と
、
泰
澄
の
墓
も
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
す
ね
。
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
！

学
Ｍ 

楽
し
み
で
す
ね
。
次
回
も
、
引
き
続
い
て
石
造
九
重

塔
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
前
回
は
日
本
国
内
を
移
動
す
る

人
々
に
よ
っ
て
、
昔
話
も
ま
た
伝
わ
っ
て

い
く
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ

ん
、海
の
向
こ
う
の
国
か
ら
や
っ
て
き
た
と

い
わ
れ
る
昔
話
が
あ
り
ま
す
。
織
田
地
区

の
「
子
育
て
幽
霊
」
と
越
前
地
区
の
「
サ
ル

と
タ
コ
の
話
」は
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
伝

わ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
昔
話
で
す
。

　
「
子
育
て
幽
霊
」
は
『
仏ぶ
っ

説せ
つ

旃せ
ん

陀だ

越え
つ

国こ
く

王お
う

経き
ょ
う』
に
登
場
す
る
「
墓
場
で
う
ま
れ
た
子
」

と
い
う
話
が
も
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
に
伝
わ
る
話
で
は
、
毎
晩
若
い
女

が
飴
を
買
い
に
や
っ
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
夜
に
し
か
買
い
に
来
な
い

若
い
女
を
不
思
議
に
思
っ
た
飴
屋
は
、
女

の
後
を
こ
っ
そ
り
つ
け
て
い
き
ま
す
。
す

る
と
女
の
姿
は
墓
場
で
ふ
っ
と
消
え
、
赤

ん
坊
の
泣
き
声
が
か
す
か
に
き
こ
え
ま
す
。

こ
れ
ま
た
不
思
議
に
思
っ
た
飴
屋
が
泣
き

声
を
た
ど
る
と
、
真
新
し
い
墓
の
中
か
ら

き
こ
え
て
き
ま
す
。
あ
わ
て
て
飴
屋
が
墓

を
掘
り
返
す
と
、
死
ん
だ
母
親
に
抱
か
れ

て
い
る
赤
ん
坊
を
発
見
し
て
昔
話
は
終
わ

り
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
飴
を
買
い
に

来
る
女
は
毎
晩
代
金
と
し
て
一
文
銭
を
お

い
て
い
き
、
七
日
目
に
「
も
う
お
金
が
な

い
の
で
こ
れ
で
飴
を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と

着
物
の
片
袖
を
お
い
て
行
っ
た
り
し
ま
す
。

女
が
支
払
っ
た
一
文
銭
は
、
死
者
を
埋
葬

す
る
際
に
持
た
せ
る
三
途
の
川
の
渡
し
賃
、

六
文
銭
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
『
仏
説
旃
陀
越
国
王
経
』
で
は
、
旃
陀
越

国
の
王
の
夫
人
の
一
人
が
妊
娠
し
ま
す
が
、

他
の
夫
人
の
嫉
妬
で
う
そ
の
告
げ
口
を
さ

れ
、
夫
で
あ
る
王
に
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
墓
の
中
で
、死
ん
だ
夫
人
か
ら
生

ま
れ
た
子
ど
も
が
動
物
に
育
て
ら
れ
、
や

が
て
仏ブ
ッ

陀ダ

と
出
会
っ
て
出
家
し
立
派
な
僧

侶
に
な
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
語
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
サ
ル
と
タ
コ
の
話
」
は
竜
宮
に
住
む
乙

姫
の
病
気
を
治
す
た
め
、
タ
コ
が
サ
ル
の

生
き
胆
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
話
で
す

が
、古
代
イ
ン
ド
説
話
集『
パ
ン
タ
チ
ャ
ン

ト
ラ
』
で
は
イ
ル
カ
が
妻
の
頼
み
で
サ
ル

の
心
臓
を
ほ
し
が
り
、『
ジ
ャ
ー
ト
ラ
』
で

は
ワ
ニ
の
妻
が
サ
ル
の
心
臓
を
食
べ
た
い

と
い
い
、
ど
ち
ら
も
手
に
入
れ
よ
う
と
し

て
失
敗
す
る
話
で
す
。

　

日
本
で
は
平
安
時
代
末
期
に
成
立
し
た

説
話
集
『
今
こ
ん
じ
ゃ
く
も
の
が
た
り
し
ゅ
う

昔
物
語
集
』、
鎌
倉
時
代
に
成

立
し
た
仏
教
説
話
集
『
沙し
ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』、
江
戸
時

代
に
曲
き
ょ
く

亭て
い

馬ば

琴き
ん

が
日
本
の
古
い
伝
承
や
風

俗
に
つ
い
て
書
い
た
随
筆
集
『
燕え
ん

石せ
き

雑ざ
っ

志し

』

な
ど
に
こ
の
話
が
登
場
し
ま
す
。
ど
の
話

も
亀
、ク
ラ
ゲ
、タ
コ
な
ど
海
に
住
ん
で
い

る
生
き
物
が
、
様
々
な
理
由
で
サ
ル
の
生

き
胆
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
海
に
誘
い
出

そ
う
と
し
、
知
恵
比
べ
で
ま
け
て
失
敗
し

ま
す
。

　

越
前
地
区
に
残
る
話
は
そ
こ
で
終
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
書
物
に
登
場
す

る
話
で
は
続
き
が
あ
り
ま
す
。
失
敗
の
罰

と
し
て
、亀
は
甲
羅
に
ひ
び
が
入
り
、そ
れ

ま
で
骨
の
あ
っ
た
ク
ラ
ゲ
と
タ
コ
は
骨
な

し
に
な
り
ま
す
。
現
在
私
達
が
よ
く
知
っ

て
い
る
姿
が
、
実
は
罰
を
与
え
ら
れ
た
結

果
の
姿
で
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
締
め
く

く
り
で
話
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

雨
田
光
平
記
念
館　

学
芸
員　

小
辻
陽
子

昔
話
は
世
界
中
を
め
ぐ
る
！

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
二
十
六
回

実　施　日 場　　所 電話番号

― あさがお保育園 34－1110

― 朝日中央保育所 34－0081

― 朝 日 西 保 育 所 34－5602

― 朝 日 北 保 育 所 34－1762

― 朝 日 南 保 育 所 34－1614

― 宮崎中央保育所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

― 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 日 午 前 中 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
2
月
15
日
現
在
）

（
2
月
15
日
現
在
）

　

早
い
も
の
で
今
年
度
も
3
月
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
日
に
日
に
春
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
4
月
か
ら
進
学
や
就

職
な
ど
で
の
新
生
活
を
控
え
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
期
待
と
不
安
の
入
り
混
じ
る
時
期
で
す
。

　

私
は
最
近
こ
の
時
期
に
な
る
と
結
婚
式
の
話

を
多
く
も
ら
い
ま
す
。
先
生
を
や
っ
て
い
る
大

学
の
同
級
生
が
多
い
か
ら
で
す
。
先
日
も
水
戸

ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
し
、
今
月
は
青
森
で
の

式
に
招
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
入
学
当
初
、

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
が
不
安
だ
っ
た
自
分
を

支
え
て
く
れ
た
仲
間
に
久
し
ぶ
り
に
会
う
の
は

と
て
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
懐
か
し
い
話
や

近
況
に
つ
い
て
話
し
だ
す
と
時
間
を
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
進
学
や
就
職
で
県
外
に
行
く
人
は

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
出
会
い
を
大
切
に

し
て
、
春
か
ら
の
新
生
活
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（2月1日現在）

　

現
在
、
越
前
陶
芸
村
内
の
福
井
県
陶
芸
館
の

茶
苑
で
展
示
さ
れ
て
い
る
雛
人
形
た
ち
で
す
。

家
庭
で
飾
ら
な
く
な
っ
た
雛
人
形
を
提
供
し
て

も
ら
っ
た
そ
う
で
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
雛
人
形

が
ズ
ラ
ッ
と
並
ん
で
い
る
光
景
は
と
て
も
見
ご

た
え
が
あ
り
ま
し
た
。
3
月
6
日
ま
で
展
示
し

て
い
る
そ
う
な
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

人　口 22,619人

　男 10,939人
　女 11,680人
世帯数 7,311戸

（前月より33人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

西
田
中 

松
田　

紗さ

奈な

（
広
樹
、
女
）

宝
泉
寺 

小
川　

和に

來こ

（
一
貴
、
女
）

横　

山 

清
水　

瑛え
い

太た

（
拓
郎
、
男
）

茂　

原 

坂
井　

颯さ

空く

（
元
彬
、
男
）

米　

ノ 

山
本　

怜れ

奈な

（
旭
彦
、
女
）

寺　

家 

岩
渕　

旺さ
か

軌き

（
心
、
男
）

赤
井
谷 

米
田　

紡つ
む

久ぐ

（
哲
也
、
男
）

打　

越 

水
島　

ゆ
ず
（
仁
、
女
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

朝　

日　

丹
羽　

榮
一
さ
ん
（
72
歳
）

岩　

開　

田　
　

愛
さ
ん
（
98
歳
）

気
比
庄　

塚
本
千
代
野
さ
ん
（
97
歳
）

田　

中　

宮
永
ア
キ
ノ
さ
ん
（
101
歳
）

栃　

川　

冨
山　

保
幸
さ
ん
（
67
歳
）

横　

山　

松
葉　

せ
き
さ
ん
（
94
歳
）

小　

倉　

野
嶋　

茂
夫
さ
ん
（
77
歳
）

下
糸
生　

花
山　

男
さ
ん
（
96
歳
）

八
田
新
保　

増
田
フ
ミ
オ
さ
ん
（
90
歳
）

　

寺　
　

青
山
ち
ゑ
子
さ
ん
（
78
歳
）

血
ヶ
平　

黒
﨑
ツ
ル
ヱ
さ
ん
（
89
歳
）

梅　

浦　

山
下　

章
市
さ
ん
（
68
歳
）

梅　

浦　

小
道
世
武
夫
さ
ん
（
84
歳
）

　

宿　
　

納
谷　

一
也
さ
ん
（
53
歳
）

小　

樟　

岩
本　

清
幸
さ
ん
（
73
歳
）

小　

樟　

久
保　

絢
子
さ
ん
（
77
歳
）

大　

樟　

島
田　

照
子
さ
ん
（
79
歳
）

　

厨　
　

池
田　

清
二
さ
ん
（
88
歳
）

　

厨　
　

仲
保
ハ
ツ
エ
さ
ん
（
95
歳
）

高　

佐　

増
矢
ハ
ル
ノ
さ
ん
（
102
歳
）

高　

橋　

駒
野
い

ゑ
さ
ん
（
96
歳
）

上　

野　

北
野　

一
眞
さ
ん
（
94
歳
）

平　

等　

宮
下　

初
子
さ
ん
（
76
歳
）

　

堤　
　

忌
部　

妙
子
さ
ん
（
92
歳
）

細　

野　

渡
邉
十
良
右
ヱ
門
さ
ん
（
82
歳
）

西
ヶ
丘　

田
中　

勝
子
さ
ん
（
97
歳
）

編
集
後
記



特  集

広報 えちぜん 22平成28年３月号広報 えちぜん23 平成28年３月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

これまで

検 査 内 容 エックス線検査
（バリウム検査）

対 象 者 40歳以上

受 診 間 隔 1年に1回

Ｈ28年度から

検 査 内 容

エックス線検査
（バリウム検査）

または、胃カメラ検査
※選択制

対 象 者 50歳以上

受 診 間 隔 2年に1回

これまで

検 査 内 容 マンモグラフィ（エックス線検査）
視触診

対 象 者 40歳以上

受 診 間 隔 2年に1回

Ｈ28年度から

検 査 内 容 マンモグラフィのみ
（エックス線検査）

対 象 者 40歳以上

受 診 間 隔 2年に1回

●生活環境の変化によって胃がんの原因
となるピロリ菌感染率が低下し、40歳
以上に対して胃がん検診が開始された昭和58年頃と比べると、当時の40歳代の胃が
ん罹患率が今では男女とも50歳以上に相当します。

●内視鏡 ･Ｘ線検査ともに、2年に1回受診すれば胃がんによる死亡の危険を減らせる
ことがわかってきました。

●なぜ30歳代は対象外？
 40歳代に比べると30歳代は乳がんが少ないこと、乳腺が高濃度（白
く映る）のことが多いために、マンモグラフィ検診で発見が困難なた
めです。

●なぜ2年に1回？
　毎年受けるとより早期に乳がんを発見できることもありますが、逆に
「乳がん疑」と判定されて、余計な精密検査が増えてしまいます。限り
ある医療資源（マンモグラフィ）を多くの人々に受けていただくため
です。

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

が
ん
検
診
が
変
わ
り
ま
す

国のがん検診指針の変更により、
Ｈ28年4月からがん検診に変更があります。

胃がん検診

乳がん検診

平成28年度の町の検診の詳細は4月号でお知らせします。

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
をを
ご
存
知

ご
存
知
で
す
か
？

で
す
か
？

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
市

区
町
村
単
位
で
活
動
を
行
う
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

人
権
尊
重
の
大
切
さ
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
や
、

地
域
で
の
人
権
問
題
解
決
に
向
け
て
相
談
に
乗
っ
た
り
、

支
援
し
た
り
す
る
こ
と
が
主
な
活
動
で
、
越
前
町
で
は
8

人
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
と
そ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

・
堀
井  

宗
一
（
朝
日
）　　
　

・
河
本  

正
則
（
越
前
）

・
山
田  

保
子
（
朝
日
）　　
　

・
三
木  

幸
恵
（
越
前
）

・
鷲
田  

武
和
（
宮
崎
）　　
　

・
杉
森  

保
子
（
織
田
）

・
武
田  

淳
子
（
宮
崎
）　　
　

・
伊
部  

孝
幸
（
織
田
）

越
前
町
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
主
な
活
動

● 

町
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発
活
動

陶
芸
ま
つ
り
や
福
祉
施
設
の
夏
ま
つ
り
な
ど
で
会
場
に

訪
れ
た
人
に
対
し
て
、
チ
ラ
シ
や
人
権
啓
発
品
な
ど
を

配
布
し
ま
す
。

● 

人
権
教
室
の
開
催

町
内
の
小
学
校
に
出
向
き
、
人
権
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
人
権
に
関
す
る
寸
劇
を
行
っ
た
り
、
人
権
啓
発
ソ

ン
グ
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
し
て
、
相
手
を
思
い
や
る
優

し
い
気
持
ち
を
育
て
る
活
動
を
し
ま
す
。

● 

特
設
人
権
相
談
所

年
2
回
（
6
月
と
12
月
）、
役
場
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

● 

武
生
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
の
活
動

福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局
館
内
の
武
生
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
に
所
属
し
て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
毎
月
第

1
・
第
3
・
第
5
水
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
常
設
人
権
相
談

所
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
協
議
会
の
各
種

活
動
に
参
加
し
て
啓
発
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
人
権
侵
害
か
も
と
思
っ
た
ら

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
へ
の
相
談
は
無
料
で
、
相
談

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
む
う
え
で
、こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
子
ど

も
や
女
性
の
人
権
問
題
、ま
た
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
法
務

局
や
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室　

☎
３
４‒

８
７
１
５

パートナー間の暴力 虐待 気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い

いじめ

●福井地方法務局武生支局　☎24‒0194（平日8時30分～ 17時15分）

各種相談専用ダイヤル

人権全般にわたる各種相談ダイヤル

●みんなの人権110番（全国共通ダイヤル） ☎0570‒003‒110（平日8時30分～ 17時15分）
差別や虐待、パワーハラスメントなど様々な人権問題についての相談を受け付けています。

●子どもの人権110番（全国共通フリーダイヤル） ☎0120‒007‒110（平日8時30分～ 17時15分）
いじめ、虐待など子どもの人権問題に関する相談を受け付けています。

●女性の人権ホットライン（全国共通ダイヤル） ☎0570‒070‒810（平日8時30分～ 17時15分）
配偶者やパートナーからの暴力やセクシュアルハラスメントなど、女性の様々な人権問題についての相
談を受け付けています。
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え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

3
月
1
日
～
3
月
31
日

発
行
／
越
前
町
役
場
　
  編
集
／
総
務
課

〒
916
‒0192　

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
13
－
5
－
1

TEL 0778
‒34
‒1234㈹

　
FA
X
 0778

‒34
‒1236

再生紙を使用しています

広
報
 え
ち
ぜ
ん
　

N
o.134

平
成
28年

3
月
1
日
発
行

越前町ウェブサイト　http : //www.town.echizen.fukui.jp/
過去の広報えちぜんは町ウェブサイトからご覧いただけます。
ＱＲコード対応の携帯電話で、右のＱＲコードを撮影すると、
簡単に町のウェブサイトにアクセスできます。

（携帯電話用） （スマートフォン用）

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

2
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

3
離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

1歳
6か
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

4
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

5
第
3
回
越
前
か
に
感
謝
祭

（
道
の
駅「
越
前
」駐
車
場
）

6
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

9：
30
～
12
：
00

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

第
3
回
越
前
か
に
感
謝
祭

（
道
の
駅「
越
前
」駐
車
場
）

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

7
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

8
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

9
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

10
11
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

12

13

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

14
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

15
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

子
ど
も
の
発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

16
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

17
18
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

19

20

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

21

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

22
無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

23
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

24
離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

25
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
を
い
や
す
相
談
会

13
：
30
～
16
：
00

（
役
場
別
館
）

26

27
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5

28
29

30
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

31



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Right
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


